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主論文 

. Factors that Differentiate between Endometriosis-associated Ovarian Cancer 
 and Benign Ovarian Endometriosis with Mural Nodules. 

 

子宮内膜症関連卵巣癌と隆起性病変を有する良性卵巣内膜症を鑑別する因子

の検討 

 
  

 



論文審査の要旨 

 

卵巣嚢胞壁の隆起性病変とその乳頭状増生は、卵巣子宮内膜症の悪性化（子

宮内膜症関連卵巣癌）を示唆する所見であるが、良性の卵巣子宮内膜症におい

ても認められるため、良悪性の鑑別に難渋することがある。本研究では病理学

的に診断が得られた隆起性病変を有する卵巣子宮内膜症 42 例（OE 群）と子宮

内膜症関連卵巣癌 40 例(EAOC 群)を後方視的に抽出し、術前骨盤 MRI の画像的

特徴、臨床的背景および病理診断について、2 群間で比較検討した。 

EAOC 群は OE 群と比して有意に高齢で、嚢胞径、隆起性病変の大きさ、縦横

比において有意に高値を呈した。嚢胞の信号強度の検討では、OE 群の 90%が

T1 強調像で高信号を呈し、その 64%に shading を認めたが、EAOC 群の T1 強調

像は様々な信号を呈し、T2 強調像では 93%が高信号を呈し、shading は 14%にし

か認めなかった。OE 群の隆起性病変の 90%が後壁側付着であったのに対し、

EAOC 群では 62.5%が前壁付着であった。隆起性病変の高さ(>1.5cm)、縦横比

(>0.9)、嚢胞径(>7.9cm)、年齢(>43 歳)が OE 群と EAOC 群を鑑別する独立因子と

して抽出された。これらの形態的指標に関する知見は MRI だけでなく、経腟超音波

検査での形態的評価に応用が可能で、日常臨床で汎用性の高いものであることより、

本研究は独創的かつ極めて有意義であり、学位に値するものと考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに産婦人科学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。 
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